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はじめに

　まず，次のような叙述からみていくことにしたい。

「海辺では過去と未来がくり返されている。時の流れの

中で，あるものは消え失せ，過ぎ去ったものが姿を変え

て現われてくる。海の永遠のリズムーそれは潮の干満で

あり，打ち寄せる波であり，潮の流れである一の中で，

生命は形づくられ，変えられ，支配されっっ，過去から

未来へと無情に流れていく1）」。

　私たちは昭和62年度の特別研究費の申請にあたって，

そのテーマを「職業としての家政学」とした。その意図

するところにっいてはすでに述べておいたとおりであ

る2）。そこで2年目の計画として，10年ほど前に卒業し

た人たちにアンケートを実施し，考えを伺ってみようと

いうことをいっておいた。とかく眼の前にいる学生たち

だけを相手にしていると，その対応にのみ追われ「不透

明」の時代といわれる今日の社会を，ただ浮遊している

にすぎなくなってしまう。このような状況にあった私た

ちにたいして，いろいろな刺激を与えたものは多かった

が3），アンケートを実施するうえで参考になったのは青

井和夫氏らの調査であった4）。

　この調査の目的は次のように書かれている。「確かに

在学生の調査は当面の大学の教育方針を考える場合には

貴重な資料を提供してくれるものであるが，より長期的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
な見透しを得るには，現在の在学生の調査だけでは不十

分ではないか」（傍点・原文）ということ。そこで卒業

生を1924（大正13）年まで逆のぼり，他方1982（昭和57）

年の卒業生までを4っの世代（コーホートないしは年齢

層）に分けて，（現在の学生たちが），直接インタビュー

を実施してまとめたものであるという。

　私たちとしても，そのような調査をいつの日にか実現

してみたいとは思っているが，今の体制ではとても望め

ぬことであるといわなくてはならない。けれども，たと

え小規模なものであっても，できるだけホンネをとらえ

ることができるような調査にしたいということであった。

　アンケートの実施状況

　問うべき項目はそう多くなく，できるだけ平易に，回

答者が自然にホンネをいえるものでなくてはならない，

ということはアンケート調査の常識である。私たちは次

の9項目に絞りこんだ。

（1）卒業後のライフヒストリー

（2）現在の状況

（3）学生の頃を振り返って

（4）今の生活における当面の課題

（5）現在，地域社会において活動しているもの

⑥これからの女子教育や家庭のあり方について

（7）21世紀における家政学や保育について

（8）いま大学（短大）にのぞんでいるもの

⑨自由記述

児童学科・保育科

　このアンケート用紙を昭和63年3月半ば，昭和53年3

月卒業の短大生，同年卒業の学部生を中心にその前後の

卒論担当学生たち139人に郵送した。そのうち回答のあっ

たのは43通，返送されてきたのは6通であった6）。みら
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れるように回答率はかなり低いものとなってしまった。

もともと数量的な処理をするっもりはなかった。またブ

リーに書いてもらったものを類型化し，示してみたとこ

ろで，彼女たちの真意がわかるわけではなかろう。以下

の叙述にあたっては，彼女たちの表現を大事にしながら

吟味してみることにしたい。

　アンケートのなかから

（1）学生の頃を振り返って

　まず学生時代をふりかえってみてもらった。ほとんど

の人が有意義な時代であったと述べている。そのなかで

とくに多かったのは，学生という地位を生かした自由な

時間で何かを求めっっ，「自分」というものをさがして

いた，というものであった。自由な時間ということは，

その人なりに過した事，ボランティアあるいは，遊び，

アルバイト，おけいこ事など，あらゆる面を生かし，意

欲的に自分から何かをしようという強い気持ちからのよ

うである。家庭に入ってからは考えられないような，

「ゆとり」であったというものが多い。彼女たちはとに

かく必死になって自分というものを発揮し，全てのエネ

ルギーを出していたように思われる。それらの時間を，

自分なりに視野を広げることに費していた。時には研究

室での討論などで「新しい知識にふれることができた」

と述べている者もある。

　そして今，子どもをもち育児にかかわっている人たち

は，「育児は教科書通りではない」ことを強く感じてい

る。また，「豊かな時間の中で，質の良い授業を受けて

いたのに，当時は理解する力，学びとる力に欠けていた

のが今にして思えばもったいない事である」とも述べて

いる。そして，「保育の仕事に就いて，2・3年たって

ようやくあのことは，この事だったのかとのみこめてき

た事も多い」という。さらに「忙しかったが，楽しかっ

たし何か暇をみっけては好きなことができた。今，おち

っいた生活ができるのも，学生時代，自由な生活をおく

り，それと同時に，責任や自覚も必要になり一歩前進し

た」からと思っている者もあった。

　これらのことから，学生時代に自分に与えられた自由

な時間，またゆとりをもって学生時代を送った人たちの

ほとんどがいま現在，与えられた生活のなかで，それま

でに学んだ何かをいかしていることが伺われよう。他

方，不満であったというものはどうであろうか。免許取

得という目的のみにこだわりが多かったり，時間の制約

t（つまり，通学時間，あるいは，カリキュラムの過密な

ど）におわれ，何ひとっとして納得のいくものがみっか

らないまま卒業してしまったというものである。ここか

らいえることは，とにかく積極的に何かをし，時間を有

効に使うこと，それができなかったことが心残りとして

（後輩たちに対して）あげられているということであろ

うか。

　卒業して10年余。そこにはまだ学生時代を鋭くふりか

えっている眼がある。これからの生活のなかで，それは

どのように変化していくのであろうか。

（2）今の生活における当面の課題

　回答を寄せてくれたほとんどの人達が主婦となり子ど

もをかかえているということは言うまでもない。したがっ

て多く述べられていることは，“家庭。家族”“子育て”

といった面からのとらえ方である。すなわち「家族の健

康」とか「子どもの教育」そして「老後の問題」などが

中心的に考えられている。

　また，ここで問題とされているものに，女性としての

自立ということがあげられていた。それは，現在専業主

婦であるという人達からも多く書かれていた。兼業主婦

であるという人からの回答によると「仕事と子育ての両

立」とか両親との同居による「家庭」のあり方について

の問題などであった。これからのことは，どちらの主婦

の立場であっても，自分自身の問題として言われている

のが特徴的である。すなわち「自分の時間をっくりたい」

というもの，「女性として母親として，妻として精神的

な面で自立したい（ひとりの人間として社会の一員であ

りたい）」というもの，さらに「無駄のない生活」を考

えるなかで「生活に身近なところで社会復帰の道を考え

るうえで，何かを勉強したい」とか「これから自分にで

きることを考えたい」など，何らかのかたちで女性とし

てできることを何かやってみたいというものである。彼

女たちが学生の時から考えていたことであろうが，それ

が本学で学び卒業し，就職し，そして結婚し子育てに励

んでいるなかで，っねにこれらのことを考えていること

が伺えるのである。ここに着実に（社会を変革しっっあ

る）女性の生き様をみとるのは，けっして私たちのみで

はないと思われる7）。

㈲現在，地域社会において活動しているもの

　特徴的なことは子どもを通しての活動が多くみられる
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ことである。このことは，アンケートの回答者たちが，

ちょうど子育ての真最中にいるということからも妥当す

る。その内容としては，「幼稚園の父母会」とか子ども

会」そして「児童館の幼児の集い」や「町内会（子ども

会）」での仕事，また「親子映画」などがあげられてい

る。さらに日常の生活に密着している（と考えられる）

「生協」がほとんどの回答に多く出てきている。その他

「職場関係の会」や「地域での活動」という表現で，自

分の趣味を生かしたサークル活動などに参加をしている

様子が伺えた。

　ところで「女性をめぐる変化」として，戦後を三っの

時代に分けて論じているものがある8）。それによると第

三期（1970年代以降）は自由・平等思想の普及と高度経

済成長に支えられた女性の就労が，生活に大きな変容を

もたらした時期とされている。教育水準の向上，消費物

資の充足，核家族の浸透などが女性の生活領域を家庭中

心から職場や地域へと拡大していった。こうして地域は

専業主婦の自己実現を求ある場としてあらたな活動が展

開されるようになったというのである。けれども彼女た

ちのこれからの活動のなかで，地域とどのようにかかわっ

ていくのか，ということの考察にっいて，私たちはもう

しばらくの時をおきたいと考えているところである9）。

（4）これからの女子教育や家庭のあり方について

　このことにっいて，卒業生がどう考えているのかをみ

ていこう。ここでは，まず「しつけ」にっいて，そして

「社会に出てからの自立」ということにっいての記述が

多くみられたことをいっておかなくてはならない。ここ

で「しっけ」とは，社会一般でいわれている基本的な生

活習慣ということであろう。具体的には「核家族化が進

み，人間関係が簡略化され，人に対する思いやり，礼儀

の欠如を感じる」というものがあった。それは核家族化

のなかで，自らの生活を見直すということであろうか。

また「子どもたちなどと共に『家庭のあり方』にっいて

考え，伝え，見っめなおしたい」というものもあった。

　さらに，これまでにも多くみられていたように，「自

立のできる女性に育って欲しい」とか「社会に出てから

いかせるものを女子も学ぶべきである」また「その子の

個性をみっけ，どのようにのばしていくか。社会の中で

本当に自立できる実力（技術）を身にっけることの重要

性」という記述など，母親自身がおそらくもっているで

あろう問題とだぶっている面がみられたこともいってお

くべきであろう。

　ところで私たちは男女の別を考えずに教育を考えたい

という記述があったことに注意しなくてはならないと思っ

ている。けれども，そういう考え方があったとしても，

現実にはどうしても男女の役割分担にこだわり，それが

陰に陽にっきまとっていることもみのがすことはできな

いようである。たとえば「女子も社会生活を通して政治，

経済を考えなければいけないと思う。男子も仕事のみな

らず家庭のなかでも積極的に参加してほしい。ただ今後

高齢化社会にむけて，女性の負担は多くなるでしょう。

そのことも大学で『男と女』の役割を考えてほしい」と

いう記述があった。また「男性・女性それぞれの特質を

いかした家庭のあり方が望ましい。男・女それぞれ認め

あい生きていけることの大切さ」をいうもの，「男女の

区別なく，人間として生きていく上で自然に共生できる

社会をっくり出すことのできる教育を目指してほしい」

というものなどがあった。

　このような回答から考えられることはどのようなこと

であろうか。子どものしっけ，男女の役割分担などにっ

いて述べられていることをみると，そこには男性は男性

として，女性は女性としてという意識をわきまえたうえ

で，あるべき男女の平等が述べられているように思える

のである。意識としてはたしかに「女性の自立」という

ことが強くあるように思われる。しかし根底には女性は

女性としての役割，男性は男性としての役割をしっかり

もったうえで，ということのようである。保育にっいて

勉強した彼女たちのなかに「働く母親たちが危ない’°）」

とともに，子育て（しっけ）を，夫と共にやっていこう

というような姿勢をみることが大事なことと思われる。

（5）21世紀における家政学や保育について

　さて「21世紀は家政学（学部生に），保育（短大生に）

の重要性が増すという意見についてどう思うか11）」，ア

ンケートしてみた。ここではほとんどの人が，「人が生

きていくたあの基盤となるものは何なのか」という観点

からとらえているのが特徴的である。そして衣・食・住

という人間をとりまいている環境に対する危機感が強く

感じられることをいっておかなくてはならない。それを

実際にあげてみると次のようになる。

　すなわち「自分の一生をどう過していくか」というこ

と。それは，これから高齢化社会にむかっていくなかで，

ほとんどの人たちが自分の老後の過し方にっいて問題と
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しているということである。このことは男女を問わずに

考えていかなくてはならないことであるという。回答し

てくれた多くの人たちが，男性もそのことにむかって考

えてほしいという意見を述べている。たとえば「公開講

座などに参加して，若い人たち，子ども等もまじえて老

後を楽しくすごせたらと思う」という記述。さらに「人

の一生の過し方など社会福祉，児童福祉など，社会環境

の土台作りになるような話し合いをしてほしい」。また

次のような意見もある。「核家族化が進み，だんだん閉

鎖的な社会になってきっっある。その反面，物が豊富に

なり，欲しいものが手に入ると何が大切であるかが見失

われてきている。家族のっながりも，物によってっなが

れ，本来家庭のもっうるおいがなくなってきている。女

性としてのこれからの位置は大きく常識としての家政学，

さらに生活を守るための家政学等と，知識は当然必要な

時代となるでしょう。そのためにも本物をみきわめ，考

えられる力（学問）の重要性は増すと思う」というもの

である。これらは社会の変化のなかで進む家族関係の乱

れを心配しているといえよう。すなわち，次のような意

見「学歴第一主義を求めるために，勉強をすること以外，

子どもに何をすべきかを伝えることのできない親・子ど

もの要求を何でも受け入れることがやさしいと思ってい

る親」などをみるとき，必然的ともいえる家族の破綻を

防止するためにも，家政学の重要性が求められていると

考えられよう。こうして「人間が人間らしく生活をする

ために，社会の単位と考えられている『家庭』の崩壊と

いうことにっいて“人間の生活”にっいて家政学で考え

ていかなくてはならない」ということになるのである。

　また次のような記述もみられた。すなわち「家・家庭・

家族と人が生きていくための最も大切なものを，限られ

た紙面で具体的なことを書くのは難しいが，今身近にい

る人達がどれだけその大切さに気付き，感じ，考えて生

きているか疑問である」とか「人間が生きていくために

はより豊か（精神的）に生きていくことが大切である」

そして「家政学は人間が生きている上ですべての基本と

なるものである。老人問題・子どもの諸問題など今より

も問題は多くなると思う。頭だけの知識ではなく，実践

直結の学問，対処していくための人間形成さらには人格

形成が今よりももっと重要視されなくてはならないと思

う」と述べられていることにいっそう留意すべきであろ

う。

　これからの保育については，次のようなことがいわれ

ている。「これからは家族関係の重要性が増すのではな

いかと思われる。多種多様な情報や育児産業の進出によっ

て子育てに，大人の便利さだけをおしつけ，子育ても簡

略化され，子どもが歪んでいっても，それすらわからな

い親が多く，人とのっながりをもちたがらない家族，母

子家庭も多い。ということから家政学が大きく人間学の

立場に立っものが必要性を増すと思われる」というもの

である。これらのことからいえることは，何といっても

人間形成の大切さ，重要性である。それは人ひとりがい

かに生きていくか，という「生きがい」の問題でもあろ

う。その人が生きていくためにはすべての人がどのよう

な形で“生きがい”をもち，それをどのようにいかして

いくのかということが，共通して問われているようにも

思われるのである。

　家政学部の一員として，保育実践を教授する一員とし

て，私たちがこれからの研究において，何をしていかな

くてはならないか。これらの意見から貴重な示唆を与え

られたのは，私たちのみではないであろう。

（6）さしあたってのまとめ

　少ない回答数であり，生硬とも思われる文章であるが，

全体を通していえることはどのようなことであろうか。

どうも家政学の再確認ということが問われているように，

私たちには思われるのである。それは子育て，女性の自

立，高齢化社会にむけての対処の仕方，男性への家政学，

などいろいろな面での見直しということなのではなかろ

うか。とりわけ多くとりあげられているのが，“女性の

自立”という事であった。このことは必ずしも女性が外

へ出て働くということのみではなく，家庭内において主

婦としての位置をいかに守っていくか，いかに重要な位

置にいるかという事の確認でもあった。子育てにしろ，

家庭を守っていくなかで，あたりまえのように過ぎ去っ

ていく毎日の生活のなかで，女性はどのように生きてい

くか，ということである。

　現代社会において情報化が進むなかで，っねに女性と

して“あたりまえといわれてきた平凡な生活”から，もっ

と自分をいかした“生きがい”のある生活を考えていか

なければならないように思われる。回答のなかで兼業主

婦・専業主婦にかかわらず，女性としての責任を感じて

いることは確かである。女性の自立を求める意見におい

ても，ほとんどの人たちは，まず女性としての役割分担

をきちんと守っていく，まずは，女性は女性，男性は男
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性であるということから出発しなくてはならないという。

女性の自立をめざしてはいても，子育ての根底にはやは

り，女性としてのやさしさは保たれていなければならな

いと考えているようである。

　一方，核家族化が進むなかで，以前のような大家族制

を見直してみようという考えもみられる。進行する人間

関係の縮小ということで，すべての自分中心の生活を楽

しみ，家族のもつ本来のあたたかさを感じとれないよう

になっているのではないか。子育てに関しても，母親自

身の身勝手な行動を憂慮し，簡略化された育児用品の使

用や食生活における外食産業の利用など，楽な方へと生

活が傾いていることを厳しく指摘している。彼女たちは

専業主婦であれ兼業主婦であれ，生活のなかでの時間の

束縛がかなり減少してきているなかで，その時間的余裕

を有意義に利用していくこと，そうすることでその人な

りの活動範囲が広がっていくことを考え実践しようとし

ている。しかし，その反面，その時間を怠惰に過してし

まうことになれば，その人にとっては大きな損失となっ

てしまうことも注意深く指摘しているのである。

　たしかに「女性の自立」ということを考えてみても，

今すぐどうこうなるものではない。彼女たちは意識のな

かで堂々めぐりを繰りかえしてしまっている。けれども

専業主婦そして兼業主婦にしても，これまで述べられて

きた多くの回答にみられるように女性の自立ということ

はとにかく“自分自身の生き方”に問題があることを鋭

くとらえている。っまり自分にとって“生きがい”をど

うとらえているかということであり，自分自身の生き方

をっねに考え直してみる必要を強調しているといえよう。

　さいごに，これまでに述べられた多くの問題にっいて，

数少ない女性だけの意見であり，考え方であるという偏

りがあることはいうまでもない。そして家政学というも

のは人が存在する限り，必らず男女で作られる家庭の最

低限の基本的生活がなされるために必要なものであるこ

ともいうまでもない。そこで考えられるのが，やはりこ

ういった問題にっいては，男性側の意識がどうであるか

を知ることが必要になってくるということではなかろう

か。現在，女性だけに家政学や保育の重要性が問われて

いるようであるが，このアンケートでは大部分の人たち

が，男性の家政学に対する知識をもっと身近なものとし

てうけとめてほしいということが述べられている。今後

の課題としては男性側からの意見をとりいれながら，こ

れらにっいて考えていかなくてはならないということで

あろう。

おわりに

　アンケートの最後は「あなたが家政大学に望むもの」

は何か，ということであった。約半数の入びとが「卒業

生のみならず地域の人々への公開講座など」を希望して

いる。また「再就職のための教育プログラム」や「新し

い分野に挑戦するための援助」も求めている。ここでは

直接には問うことをしなかったが，「女子大学の新しい

動きとして共学化への関心も見られるが，むしろ女子大

には女性の再教育機関としての役割が期待され’2）」ると

いう指摘とあわせて，今後の方向を考えていくことが必

要であろう。

　ところで回答をザッとみた限り，将来にっいての不安

一すなわち高齢化社会情報についての過剰反応（？）一

は多く述べられているが，少なくとも現在において「ゆ

れ動く現代家族’3）」という状況はみられない。もちろん

回答には表われない，他人には伺いもしれない問題を抱

えていることはたしかであろうが，ここには出てこない。

まずは家政学や保育を専攻した卒業生たちの健全なる家

庭経営ということであろうか。

　さて女性の自立ということにっいて考えてみよう。回

答者のほとんどが専業主婦であるところから，その自己

実現はまず家族のなかで，子どもや夫などとのかかわり

のなかで求められている。その状況は，次のような指摘

とどのように重なりあうのであろうか。「女性に家庭系

列の役割に専念することを期待する社会的価値体系のも

とで育ち，生活する彼女たちもまた，人生の重心を家庭

に求める傾向が強い。いや，大卒女性の場合，その傾向

は一般の女性の場合よりも，さらに強いという方が正し

いかもしれない。……家庭中心主義への傾斜が強いとは

いえ，高度の教育をうけた大卒女性のうち，完全に家庭

系列の役割に安住し，それに満足しているものは，多数

派ではない。……家庭に生活の中心をおきながら，遠心

的な生活の拡大と役割を対象として自覚化していくもの

の数も着実にふえていくだろう’4）」。

　アンケートに回答された卒業生たちとは別に，このよ

うな叙述の前段階にある「主婦論争」を想起することが

必要であろう。かって「婦人労働者対主婦という二元的

図式化’5）」がみられた。それは「主婦の行動をしばる性

別役割分業の枠組は同時に仕事をもっ婦人をもしばるも

のであることがあきらかな以上，主婦が労働者になるこ
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とによっていま一歩解放されたなどと」いう短絡的な論

議をさらにのりこえて，今日における女性の自立という

問題が問われていることを知らなくてはならないのであ

る。そのひとっの方向として，女性（もちろん男性もい

うまでもないのであるが）の「福祉実践」があると，私

たちは考えている。たしかに「両立ならぬ，家事と仕事

と市民としての社会活動と『三立』を果たす人々が数多

く16）」なってきたかもしれない。けれどもアンケートの

回答者たちはまず専業主婦として家事，育児に専念し，

そのなかでさまざまな地域での活動をおこなっているの

である。よく福祉専門職に従事している人やボランティ

アなどを行なっている人びとを指して「福祉実践」とい

うようであるが，私たちは広く日常生活における活動そ

のものが福祉実践ではなかろうか，と考えている17）。

「職業としての家政学」とは今のところ，そう大袈裟な

物言いとしてではなく用いておきたいと思っているのも，

そうした福祉観からであることはいうまでもないことで

あろう。

　ところで，制度としての「老人家庭奉仕員派遺事業」

は昭和37（1962）年から開始された。それは昭和44年か

ら「寝たきり老人対策」として，さらに拡大されて今日

に至っている。行政改革のなかで「国がいうところの，

真に福祉サービスを必要としている人々へのサービス供

給18）」は，在宅障害老人への施策として現われてきてい

るというシニカルな表現がある。それは今後，老人問題

が老人自身の問題であるとともに，老人を介護する家族

など介護者の問題としてクローズアップされていくこと

を示しているのであり，回答を寄せてくれた人たちの全

てが感じとっている事柄であるといえよう。

　これからの私たちにとっての課題はこれらの問題への

接近にあたって，多少は遠回りのようではあるが次の二

点にまとめてみることができる。ひとっは家政学の現状

を理解するために，まず「家庭科」の教科書を分析して

みることである’9）。っいで「女性の仕事の二っの領域，

すなわち職業における市場労働（お金を稼げる労働・賃

労働）と家庭における家事労働（お金にならない労働・

無償労働）の社会的・経済的な相互影響関係2°）」にっい

て，さらに考えていくことである。

　カーソンは冒頭に引用した文章に続けて次のように言

う。「なぜならば，時の流れの中で海辺の形が変わると，

それにっれて生命の様相も変化するからである。……海

が新しい岸辺をっくりだすたびに，生物が波のように押

し寄せ，足がかりを探し，っいにかれらの社会をっくり

あげる」。

　私たちには家政学そのものが，カーソンのいう「海辺」

のように思われる。そして私たちもそのひとっの潮にな

れるのではないか，と。
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